
奈良県における
地理院地図活用事例

奈良県 県土マネジメント部 技術管理課
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■ 奈良県における地理院地図活用事例■ 奈良県における地理院地図活用事例

• 河川事業における活用
• 砂防事業における活用
• 電子成果品情報における活用
• 土地改変調査における活用
• 奈良県遺跡地図Ｗｅｂにおける活用
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■ 河川事業における活用■ 河川事業における活用

河川、河川流域界、浸水実績箇所、流域対策施設等の位置関係をひと目で
確認出来るシステムに活用

河川の流域界

浸水常襲地域
（S57.8以降3回以上浸水） 選択した区域の情報

が表示される。

表示させるものが選
択できる。

行政界
雨水貯留浸透施設

浸水実績箇所

浸水実績図等への活用
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■ 砂防事業における活用■ 砂防事業における活用

・奈良県土砂災害警戒区域等マップをインターネット公開し、オープンデータに取り組む

・国土地理院の地形図を背景に使用して土砂災害警戒区域（イエローゾーン）、
土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）を明示し住民へ周知

奈良県土砂災害警戒区域等マップのインターネット公開
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■ 砂防事業における活用■ 砂防事業における活用

奈良県土砂災害警戒区域等マップのインターネット公開

土砂災害警戒区域情報の表示
地図上で選択した砂防関連法指定状況や土砂災害警戒区域等の情報を見ること
が可能。また、選択した区域の公示図書を見ることが可能
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■ 砂防事業における活用■ 砂防事業における活用

奈良県土砂災害警戒区域等マップのインターネット公開

住所検索機能
住所や郵便番号、駅名などを入力すると地図が移動

住所検索機能
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■ 砂防事業における活用■ 砂防事業における活用

奈良県土砂災害警戒区域等マップのインターネット公開

・各種警戒区域情報を指定することで、重複箇所、指定情報等を表示
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■ 砂防事業における活用■ 砂防事業における活用

奈良県土砂災害警戒区域等マップのインターネット公開

地図の印刷
凡例を表示、コメント等を入力して印刷が可能

①地図上で土砂災
害警戒区域を選択

②選択した区域の情
報が表示されます。
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・電子納品された成果品の業務・工事箇所を地図上に表示
・過去の成果品データを職員同士で共有することを目的に、視覚的情報の地図検索機能
を追加したところ、成果品検索が容易になり、業務の効率化の一翼を担っている。
R4年度にシステム改良を行い、より地図上で閲覧しやすい形となった。

■ 電子成果品情報における活用■ 電子成果品情報における活用

電子納品における業務・工事成果品位置図 （Ｈ２９年度より導入）

発注年度を
選択すると、
地図上に工
事データが
表示される
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・地図上で範囲を指定すると、指定範囲内の工事データを検索することが可能

■ 電子成果品情報における活用■ 電子成果品情報における活用

電子納品における業務・工事成果品位置図 （R４年度改良）

淡色地図と
航空写真を
選択可能

地図上で範囲を指定
して、工事データを

検索可能
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■ 土地改変調査における活用■ 土地改変調査における活用

土地の時系列変化が確認できる資料として利用

衛星写真で変化が
ある場所を比較

地図上に位置を
表示
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・奈良県内の遺跡を地図上に表示。市町村や遺跡名で検索可能なシステムをインター
ネット公開。埋蔵文化財包蔵地の周知を目的としている。

■ 奈良県遺跡地図Ｗｅｂにおける活用■ 奈良県遺跡地図Ｗｅｂにおける活用

奈良県遺跡地図Ｗｅｂ

選択した遺跡
の情報を掲載
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和歌山県 県土整備部

県土整備政策局 県土整備政策課

和歌山県における地理空間情報の
利活用について
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目次

１ 和歌山県における地理空間情報の利活用概要

２ オープンデータについて

３ 和歌山県地理情報システムにおけるマップ例（抜粋）

４ GISを用いた活用事例について

※和歌山県地理情報システムは総務部行政企画局情報基盤課、和歌山
県防災アプリは危機管理部危機管理局防災企画課が運用しています。
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１．和歌山県における地理空間情報の利活用概要

１．地図情報を関連部署と共有 ２．地図の情報公開
３．オープンデータ

和歌山県オープンデータカタログサイト

庁内システム

地理情報システム(庁内向け)

インターネット

地理情報システム(庁外向け)

閲覧閲覧

編集

閲覧

和歌山県地理情報システムによる利活用

公開

編集
データ
利用
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和歌山県オープンデータカタログサイト
https://odcs.bodik.jp/300004/

２．オープンデータ

和歌山県地理情報システムで公開している地理情報を和歌山県オープンデータカタ
ログサイトからダウンロード可。
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２．オープンデータ

和歌山県オープンデータカタログサイト

地理情報を用途に応じた形式
でダウンロード可能
・緯度経度を含むCSV
・シェープ
・KML
・GeoJSON

和歌山県地理情報システムへリンク
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３．地理情報システム例①

福祉のまちづくりマップ

県内の障害者、高齢者等が安全かつ円滑に利用できるよう配慮された施設（官公庁舎、文化施設、医
療施設、大規模小売店舗、金融機関・郵便局、宿泊施設、鉄道駅）の概要、整備状況（車椅子対応設
備やオストメイト設備の有無）、位置など、身体の不自由な方々が街に出かける際に参考になる情報を
掲載しています。
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３．地理情報システム例②

道路規制情報

一般国道及び県道の和歌山県管理区間及び市町村管理道路において行われる道路規制情報です。
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３．地理情報システム例③

津波浸水想定図（南海トラフ）

南海トラフの巨大地震等に係る津波浸水・地震被害想定を実施するにあたり、地震・津波防災対策の
専門家から、科学的知見に基づいた助言をいただくために「和歌山県地震・津波被害想定検討委員
会」（以下「委員会」という。）を平成24年4月に設置して検討を行い、委員会での意見を参考に作成し
た浸水想定図です。
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３．地理情報システム例④

地域森林計画対象民有林区域

森林法第５条に基づき、知事が作成する地域森林計画の対象となる森林の区域です。
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和歌山県防災ナビ（アプリストアで公開）

４．GISを用いた活用事例について

県民一人ひとりの安全な避難を促進するため、避難に役立つ機能を備えたスマートフォン向けの防災
ポータルアプリを平成３０年５月から配信しています。

・ 災害種別に応じて近くの避難先を検索でき、避難先までの最短ルートを表示
・ ベースマップは、状況に応じ切り替えが可能
・ 浸水想定など、各種ハザード情報の表示
・ 津波シミュレーションでは、どの場所がどのくらいの時間で浸水するのか確認できる
・ 地図情報以外にも、防災情報等のプッシュ通知や現在地共有機能及び避難カード機能を実装
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４．GISを用いた活用事例について

防災わかやま（HP）

災害時に、避難情報等発令情報、避難所開設情報及び道路規制等の各種情報をＷＥＢで公開してい
ます。

・ 県及び県内全市町村が登録した情報をリアルタイムで反映
・ 平常時にも、避難場所やハザードマップを表示し、災害への備えの確認が可能

資料４－62/104－


